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要 旨

前回の拙論では自由主義の祖といわれるイギリスの哲学者のジョソ・ロヅクの人間形成の要因となっ

たかれの幼 ・少年期の社会的環境、つまり内乱の起こる頃までの社会の情勢、ロックの家の階層と両親

による教育等について述べた。この小論ではそれ以後の社会の情勢、ウェス トミソスター ・スクールや

オックスフォー ド大学におけるロックの学生生活等をとりあげ、これらがかれのパーソナリティの形成

過程において、かれの行動傾向の基盤的体制を形成する要因となり、この体制がかれの後年の思想や行

動の素地となり、基層になって、かれの社会思想、とくに自由主義思想を形成 し、それらを特徴づける

ことになった、と思われる。かれが自由主義の核である 「寛容」に関心を抱 くようになったのは、かれ

が学生時代に経験 した騒乱、なかんず く、ピューリタンの狂信的行動や政教一致の体制のもたらす自由

の抑圧にあった。

1ロ ックの就学前のイギ リスの社会情勢

1642年 に国王チャールズ1世 の挙兵によって内乱が起 き、1646年 に議会派の勝利によって騒

乱は一応終息 した。騒乱発生時の議会派思想家は、かれらの権利主張を伝統や慣習、つま り伝

統的コモソ ・ロウではなく、理性や 自然、いわば普遍的自然法にもとつ く権利思想によって基

礎づけている。議会派の権利思想は、 自然理性のなかに神の似縁を求めんとす る合理主義ある

いはヒューマニズムが濃厚であ り、ジェソ トリ、商人、富農などを担い手としつつ、近代的経

済社会を志向するものとして展開されていった9、 そ して後にロックによって受けつがれ、よ

り洗練 されることになる。 とくにかれ らの主張す る財産権の自由は、第一一に、反独占つまり生

産活動 と商業の自由であり、第二に、上位領主権の廃棄による土地所有の自由であ り、第三に、
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不法課税にたいす る反対であった。このような主張 は、スチュアー ト絶対主義の反動的干渉を

排除するイデオロギーであって、所与の社会 ・経済体制に組み込まれてお り、現実的であった。

したがって ロックの,ような財産権が既存の社会 ・経済制度に先行する天与の生得的権利である

か否かという問題を提起するまでには至っていない2)。

この頃、主教制度を批判す るジョソ ・ミル トソ(1608-1674)は 、 『イソグラソ ド宗教改革

論』(1641)、 『教会統治の理由』(1642)、 『アレオパジテ ィカ』(1644)を つぎつぎと執筆 し、

良心の自由あるいは宗教的寛容のための訴x..をしている3)。 トマス ・ボッブズ(1588-1679)

は、かれの哲学体系第三部 『市民論』DeCive(1642)を パ リにおいて匿名で出版 している。

また、デカル トが 『哲学原理』(1644)を 著 している。12歳 のロックが これ らの著書を公刊直

後に読んだ とは考えられないが、いずれ後年影響 されることになる。

騒乱に目を向けると、陣容をたてなお した、後にニュー ・モデル軍とよばれることになる議

会軍は、1645年6月(ロ ック13歳)に ネーズビーの会戦で王党軍を完敗せ しめ、戦況は議会軍

に有利になり、勝利は戦 う度 ごとに議会軍の手に帰 し、1646年6月 には、王党軍の大本営のあっ

たオックスフォー ドは陥落 し、5年 間にわたって闘われた第一次内乱はようや く収まった。 こ

うして革命の主導権は議会派、就中独立派に掌握された。国王チャールズ1世 はオックスフォー

ドの陥落直前に保身を目論むでスコットラソド軍の陣営に投降 したが、その目論見は呆気なく

はずれ、王は、1647年1月 にスコヅトラソド軍によ り、議会軍の手に引き渡 された、というよ

りは売 り渡 され幽閉された。1647年 にロソドソの近郊でいわゆるバ トニー討議が行われて、軍

幹部と水平派の人々の間で討論が行われた。 これは、近代民主主義の基本をなす考え方が提示

された点で後世の歴史に残る重要な出来事 となった、といわれている4)。 このような内乱や こ

れに伴って起きた ロックの家庭の事情一父親の参戦 と私財の喪失という不幸一は、すでに述べ

たように、ロックの心に何 らかの影を落と したと思われる5)。 かれはおそらくこの騒乱を好ま

しいものとは思わなかった。

■ ウェス トミンスター ・スクールの生徒

革命が収まった頃、ポパムはサマセット州のバス出身の地方議員にな り、ロックの父は州の

官吏 となった。 ロックの家は、父の従軍、敗北、私財の喪失 という事情から、経済的にはけ っ

して楽ではなかった、と思われるが、両親は子供の教育に熱心であったので、 ロックは学校教

育を受けることになった。1647年 ・議員のポパムは・議会の支配下に入 ったロソドンのウェス

トミソスター ・スクールへ議員の推薦権によって ロックを入学 させるように尽力 している。 こ

の学校は今も存続 していて、 ウェス トミソスター寺院の近 くにある。建物は現今 よりもずっと

小さかったといわれている。15歳 の ロックは、同年秋にこの学校への入学を首尾能 く許 され、

新 しい運命を開くことになった。この好運は、ポパムと父 との多年に亙る親交が もたらした配

慮にもよるが、 ロックの側にも好運を招 く)Yrl...足る資質があったのであろう。ポパムは、ロヅク

が優秀で将来秀で る少年だ、と見込んでいたに違いない。15歳 の入学は、年齢的にはかなり遅

れているが、おそ らく騒乱に伴 う混乱によるものであろう。

ウェス トミソスター ・スクールの校長は、 リチャー ド・バズビであり、 「パブリック・スクー

ル組織の樹立者」 と後世呼ばれることになった有能な教育者であって、その厳格な古典教育は

永 く模範になった、といわれている6)。 かれは、1638年 に校長に就任 してお り、熱烈な王党派

であったに もかかわらず、それを隠そ うともしなかったが、議会によって寛大にもその地位に

留まることを許されたので、内乱の時代にもその職を離れず、1695年 まで職務を遂行 した?)。
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かれは幸運にも生徒たちに恵まれていた。すなわち、後期 ステユワー ト期に活躍 した偉大な人

びとのかなりの人たちはかれの教え子たちであった。それは、かれが教育に対する秀れた才能

をもっていた、ことを示すのかも知れない8)。 かれは学校では度々答を用いたが、 しかしロッ

クは答を受けず、む しろバズビのお気に入 りの生徒の一人だったようである9)。

この学校では、まる4年 間ラテン語 ・ギ リシァ語が教えこまれ、さらに最後にはヘブライ語・

アラビア語が少々課せ られた。生徒たちは、早朝の祈 りをすませると朝食前6時 から8時 まで

の2時 間、 ラテソ語 ・ギ リシァ語の文章の英訳 と解釈 とを学び、朝食後9時 から11時 までは逆

に英文を ラテソ文やギ リシァ文に訳 した り、散文や韻文を作った りする。昼食後1時 か ら3時

まで同様な勉強を繰 り返 し、3時 から4時 まで自由に遊ぶ ことができる、という教育過程であっ

た(以 上は正確には上級生の 日課であるが、入学早々の下級生もこれに準 じて文法や作文を習

うことになっていた)。1週 の前半4日 間を上述のような 日程で過 し、金曜 日には自修をする。

そ して土曜には全学年の生徒が一緒になって、古典語での演説や討論の会を開くのである10)。

ロヅクもこの学校で教育課程にしたがって ラテン語 とギリシァ語を修得 し、さらに古典に通 じ

るようにな り、基礎的な教養を身につけた。この学校での学習が ロックを学者に仕立てること

になる素養となり、また後年の ロックの思想を大成 させることになった、といえよう。 『人間

知性論』にみられる密度の高い論証 もある点で この頃の学習によって培われた、と考えられる。

だが、このようなギリシァ語や ラテソ語等の無味乾燥な語学の暗記や記憶の競走に迫われた学

寮生活はロックにとって苦痛で楽 しいものではなかった。従ってかれはここでの学習課程には

む しろ批判的で、語学にあま り時間をかけ過ぎるし、また教育が厳 しすぎるとして、後に不満

を もらしている11)。ロックにとって快適でなかったこの学校の修学期間は4年 であったが、は

じめに王室給費生 となるための準備期間があり、これをも勘定に入れると、ロックは5年 間こ

こに在学 したことになるis)。今 日ロックの蔵書 として残 されている多 く古典は、主に、この頃

からかれによって買い集められた ものと考え られている。 ロックは、ウェス トミソスター ・ス

クールに在学 した ことによって、 もし当時の社会情勢に興味を もてぱ、まさに有利な地点から

それを眺めることができたであろう13)。だが、徹底的な古典の学習に迫われ、外界の荒れ狂う

出来事について じっくりと考えてみる時間はほとんどなかったであろう、また、関心を向ける

年齢には運 していなかったか もしれないが、 しか し国王の処刑は、後に述べるように、ロック

にとっては衝撃的出来事であった、といえよう。

内乱終結後の体制に関 して、議会派を構成 した長老派(国 王と妥協)、 独立派(王 権を議会

の権力下にお く立憲君主制)、 水平派(議 会が最高権を もっ共和制)の 間に対立が生 じ、とく

に後二者の激 しい争いが続いた。この間幽閉中であった国王はスコッ トランドの長老派と通 じ

て、両者は軍事同盟を締結 した。1648年2月 に、 ウエールズやその他の地方に王党派の反乱が

起こり、第二次内乱が起 こった。これまで激 しい争いを していた独立派と水平派は急速に和解

し、8月 には王党派とスコットランド軍を撃破 して国王を再逮捕した。この頃、ロバー ト・フィ

ルマー(?-1653)が 『制限混合王制の無政府状態』14)ほか二篇を著 している。また、 リチャー

ド・フッカー(1554一 ユ600)が 『教会統治法論』15)を出版 している。なお これは1666年 、1667

年にも出版 されている。ロックは、この論文の一部を後にかれの有名な論文である 『政府論』

において引用 しているが、当時は未だ読んではいない、と思われる。

1649年1月 、独立派は、クロムウェルの軍隊によって、長老派を議会か ら追い出 し、残 った

議員だけで国王を審問 し、かれを処刑 し、いわゆるピュー リタン革命を遂行 した。ついで5月

には共和制が宣言され、クロムウェルが政権を握 り、政府を樹立 した。国王が処刑されたのは、

ロックがウェス トミンスター ・スクールに入学 した翌々年の1649年1月30日 であ り、ロックの
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16歳 の時であった。国王が処刑されたホワイ トホール ・パ レス ・ヤー ドはかれの学校のごく近

い所にあった。校長バズビは、全校生徒を学校内に集めて、国王のために公然と祈った。ロッ

クは、議会派支持 とい う、時に、みじめな家庭環境の中に育ったとはいえ、多感な年頃になっ

ていたので、国王の処刑 というイギ リス王室上またとない稀有な悲劇、悲痛なシーソを見るこ

とはできなか ったに しても、それを見ようと押 しかけて くる群衆のすざま しい叫び声をおそ ら

く学校の中から聞き、かな りの ショックを受けたに違いない。 ロックの蔵書の中から当時の議

会の布告文や政治的パソフレッ トなどが多数発見 されていることは、 ロヅクが革命に対 して強

い関心を抱 くようになった、ことを示す ものといえる。注 目すべきことは、 ロックがこの熱狂

的なピュー リタソ革命とその凄惨さ、非寛容さを冷静に眺め、批判的にな らざるをえなかった

ことである。 ロックは、宗教という衣をまとった騒乱の最中に育ち、身をもってその害を知 り、

政治的狂信の行き過 ぎに対 して、かれの心),Yっ ていた嫌悪の情をいっそう強めたように思わ

れる。政治 と結びついた宗教的狂信に対するロヅクの不信 も、また、この時期にかれの心に植

つけられたのである。

ロックの学んだウェス トミソスター ・スグールの校長バズビの影響 も見逃せない。すなわち、

かれは、 自ら信 じるものを熱烈 に信奉 したが、固随な狂信者ではなく、かえって生徒たちに、

説得に注意 し、権力者の言葉や主張をなにも考えずにそのまま受けいれないように、と教えた16)。

かれのこのような態度が ロックに影響 した と考えられる。バズビの国教主義が、 ロックを、か

れの育った家庭の ピュー リタソ信仰から離脱 させ るとともに、また、国教会以外の信仰を全 く

忌避 して しまうことを しないバズピの幅広い態度は非寛容 と狂信 とを戒める穏やかな心の持ち

方をもロヅクに教えたのである1の。 したがって、この ような心の もち方が青年ロックの心の奥

底にきざみつけられ、十数年後に現れることになった といえよう。 こうしてロックに自由主義

への道を進ませること)Yrl._.なったバズビの功績は大きい。 この頃 ワダム ・コレジの学長 ジョソ ・

ウイルキソズ(1614-1672)を 中心に 「実験哲学 クラブ」が作 られ、医学、新科学の実験と研

究が行 なわれ、ロックが後にこのクラブの影響を受けることになる。この年の11月 に、デカル

トが 『情念論』を出版 している。

ロックは、この学校で優秀 な成績をおさめ、1650年 には 「小選抜」(minorelection)に 合

格 して王室給費生(国 王奨学生King'sScholar)に 選ばれてい るB)。 従来の伝記著述家は、

ロックがこの学校へ1647年 に入学 したときに、王室給費生になった、と述べているが、 クラソ

ス トソの説が正 しければ、それは1650年 である19)。かれが王室給費生になったことによって、

かれは学校に寄宿できるようにな り、経済的に楽になったが、なお重要なことは、かれが小選

抜に合格 したことがケソブリッジ大学の トリニティ ・コレジもしくはオックスフォー ド大学の

クライス ト・チ ャーチの給費生に選ばれる 「大選抜」(majorelection)に 参加する資格を得

た ことであり、また、将来かれが学者の道を進む特権的地位を約束されることになったことで

ある。 このような好運がめ ぐってきたのはかれ自身の力によるものであった。すなわち、かれ

の学才と努力とが無味乾燥で厳 しい古典教育に耐えて、激 しい競走 による選抜試験にかれを合

格 させたのである。 ロックより5歳 年下の弟 トマスも1651年 にこの学校に入学 したが王室給費

生にはなれなかった。 この小選抜というのは厳 しい学力競走によるもので、その方法は 「挑戦」

(challenge)と 呼ばれ、下位の生徒がす ぐ上位にいる生徒 とギリシァ語、 ラテソ語からヘブラ

イ語 ・アラビア語まで学力で競走 し、挑戦を受けた生徒が失敗 し、挑戦者が勝てば順位が入れ

かわ り、こうした挑戦が絶えず繰 り返 し続け られ る仕組になっていたao>0挑 戦者のなかには12・

3歳 のもの もいたが、 ロックは18歳 の時に挑戦 したのである。1650年 の小選抜の候補者の リス

トの中に、1か ら20の数字が名前に対 して付けられた ものがあり、おそ らく序列を示す もので
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あ り、候補者たちが挑戦の結果、位置づけ られたものと思われる。 ロックには10と いう数字が

付けられているので、10番 とい うことであろうzi)。ロックがこの学校で受けた教育に対 して批

判的であった ことは、 クラソス トソが指摘 したように、後にロ ックによって執筆された 『教育

論』によって知 られる。かれによれば 「上手に暮すことと、人間が当然すぺきように、自分の

事を世間で処理する腕前が、学友に伍 して習って くるあの図々しさ、隔着、あるいは暴力とど

れほど正反対のものであるかを考えるほどの人は、個人教育の欠点の方が、 このような改善と

いわれるもの よりも、限 りな くましだと思うで しょうし、親の身近にいて、有益で能力のある

人間を作る諸性質をもっと与え られ る家庭で、子供たちの無垢な心と慎みを失わさないように

気を配るで しょう」鋤。 ここで述べ られていることは、学校が生徒に課すカ リキュラムや教育

法の問題よりも、む しろクラスの生徒間の人間関係か ら起 こる問題、つまりマイナス面を指摘

し、家庭教育、要は父の教育方針を評価 したものである。また友達間の人間関係で ロックが嫌

な思いを し、苦 しんだ ことを示 した ものといえよう。 ロックは、おそらく、他の友達よりも年

長で、 クラスの実態を客観的 ・批判的に見ることができたのではないであろうか。ロックの好

むと好 まざるとにかかわ らず、幼少年時代に受けた学校教育 ・家庭教育はかれの学者としての

人間形成には貢献 したといえよう。なお、当時、 ロックによって記 された出納帳が残っている

が、ガウンの洗濯代、散髪代金など細い点まで記録されているところをみると、几帳面な性格

が この頃すでにロックに形成 されていたことが推測される0か れの後年の論証の緻密 さも青年

期頃までに培われた几帳面な性格に由来するものといえよう。出納帳を詳細に見れば、ロック

の生活の実態を知 ることができるであろうが、手もちの資料では出納帳を全部見 ることができ

ないので、 この点は省略するが、 ライデソによれば、父からロックに与えられる金は父の二人

の友人によって手渡された。1650年11月 から1651年5 .月の間に ロックは14ポ ソ ドを受けとった。

何に使われたか といえぱ靴の修理、服、 トイレット用品、ろうそ く、寝台の設備、洗濯、管理

人の四半期分の報酬(1ポ ソ ド)、 文房具、切手、就中書籍などである。かれが買った多くの

書籍の中には、 ホーマーからエ ピクユテイ トスにいたる古代の著者たちのもの、地理の本、ヘ

ブライの文法書、さらには議会の諸宣言、政治的パンフレットの数々などであるzi)0こ れによっ

て ロックの関心が多岐にわたってお り、かれが若 くしてとくに政治に対 して強い関心をもって

いたことがわかる。この1650年 には、デカル トがス トックホルムで死去 し、 ホッブズが 『法の

原理』を、 『人間論』HumanNatureと 『政治論』DeIL/rPoliticoと の二部に分けて出版

し、翌1651年 に、 『市民論』D6C卿(1642年 に匿名で出版 したラテン語で書かれた著作)を

イギ リス語版で出版 した。さらLrY4、その夏には、あの有名な著作である 『リヴァイアサソ』

Lα脇 勿πをロソ ドンで印刷 し出版 した。 この著作 によって ボッブズへのキ リス ト教の立場か

らする非難が高まり、かれは、亡命宮廷への出入 りを禁止 さることにな り、そ こで冬にひそか

に帰国 した。 ロックがこの ようないわ くつきの著作を出版直後 に読んだか、どうかはわからな

いが、政治に関心をもちは じめたかれの視野にぼつぼつ入 ってよい著作 といえよう。

1652年 の春、20歳 を迎えん とす るロックは、 「大選抜」、つまりオ ックスフォー ドやケンブ

リッジに進学するための選抜 として ウェス トミンスターで知 られていた選考を受ける候補者に

なった。この選抜は、小選抜 とは異なり、候補者の知的能力についてのテス トではな く、公開

の儀式であった。 ところが儀式以前の内密の根回 しが大選抜にあたって大きな役割を演 じた。

ロックが大選抜の候補者になったとき、父もロックも熱心に事前運動を している。 このことは

ロ.ックの書簡によって明らかである⑳。 ロックはポパムにも援助を懇請 した、 と思われる25)0

ロックの希望はかない、5月 の下旬にかれはクライス ト・チャーチの奨学生に選ばれた。入学

を許されたウェス トミソスタ・一の同期生と してはJohnMapletoftやThomasBlomerと いう少
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年が いた 。 かれ らは ロ ックの後 年 の友 人 で もあ った 。 なお 、 ロ ックの学 友 のな か にはJohn

Dryden(1631-1700、 桂 冠詩 人に なる)やJosephWilliamson(1633-1701、 ロ イヤル ・ソ

サ イエテ ィー総裁 にな る)た ちがいた。6月 には ロ ヅクの喜びを よそ に、第 一次 イギ リス 。オ

ラソダ戦争 がは じま ってい る(～1654.4)。 ま た 、 フ ィルマ ーが 『政府起 源論P)を 著 して

い る。 ロックが 当時そ れに気が ついたか、 ど うか はわ か らな いが、気づ けば、かれ の関心 をひ

く著 作 で あ っ た とい え よ う。 か れ は 、 この学 校 に 在 学 中 リチ ャー ド ・ロ ウア(Richard

Lower,1631-1691)と 友 人 にな り、かれの影響 でundergraduateの 頃 よ り実験 生理学(実 証

医学)に 興味を抱 き、かれの紹 介で1655年 か ら 「実験 哲学 クラブ」 に出入 りす るようになった、

と思わ れる。

皿 オクスフォー ド大学の学生

ロックは、1652年 の秋、20歳 になってはいたが、ポパムに伴われてオ ヅクスフォー ドへ行き、

クライス ト・チャーチとい う学寮に入 り、その学生となった。かれは、聖霊降臨 日に選ばれて

お り、クライス ト・チャーチの登録簿の記録によれば、'11月27日に入学を許可 されており、ジェ

ソ トリの子息と記載 されている")。 当時のイギリスではオクスフォー ドとケソブリッジの二つ

の大学か、また ロソ ドンにあった法学院を卒業することが出世の条件であったか ら、ロックも

そういった出世街道に踏み込み、エスカレーターに乗ることができたのである。 ポパムは、ロッ

クが クライス ト・チャーチのかれの部屋に落着いて生活するようになるのを見届けるまで数 日

間オ ックスフォー ドに滞在 した後にロソ ドソへ去った。このようにロックの世話を したポパム

は、 ロックによって、かれの恩人としてのみならず、法や自由の擁護者 として讃えられている圏)。

クライス ト・チャーチは、 ロックの時代には、 ウェス トミソスター ・ス クールが最 も重要なイ

ギ リスの学校であったと同じように、最 も重要なオ ックスフォー ド大学の学寮であった。枢機

郷 ウルジー(1475?-1530)が 、当時存在 していたどの学寮 よりも遙に大きくて善い学寮と し

て1525年 に計画 し、ヘソ リー皿世が1532年}こかれ 自身の王室基金による建造物 として再構築 し

たのがこの学寮であった。 ロックの学生時代には、この学寮の建物は完成 しておらず、今 日み

られるような威容を誇ってはいなかったが、礼拝堂、ホール、中庭は存在 し、宗教的 ・学問的

雰囲気を十分漂わ していた、と思われる。 しか しなが ら、オ ックスフォー ドは騒乱中に王党派

の牙城になってお り、・クライス ト・チャーチは、1642年 の秋から46年 の春まで、チャールズ1

世の大本営になっていた、 したがって議会派の勝利によって、教員や学生たちの意気はあがら

なかった。王党派の大学の首脳は追放され、学生も議会の権威に従うように誓わせられた。ロッ

クの入学 した頃には、大学 も新 しい体制に移行 していた。 クライス ト・チャーチの学寮長には

ジョソ ・オウエソ(JohnOwen)が1651年 に任命された。かれはクロムウェルと親 しく独立

派の幹部であった。かれは、革命後の学内の建直 しに当り、後 にはオ ックスフォー ド大学の副

総長にも就任 したが、 クロムウェルと同様に、っねに寛容の精神をもってのぞみ、国教徒や王

党派に組する教師たちを大学か ら追放す るようなことは しなかった凶)。また、オ ックスフォー

ドで国教派の信仰をもった人びとが私宅で ミサを行 うことも黙認 した、といおれている鋤。か

れは 「迫害を受けている側から寛容な要求するこどはすでに度々行われているが、迫害を受け

ておらず、む しろ、迫害を加える側にいる者が寛容を唱えることは稀である。私はそれをして

いるのだ」 といった31)。このようにオーエソは、寛容の精神のもち主であって、かれの信奉す

る宗派が隆盛な時でさえも、いろいろ異なった宗教的信仰を相互に尊重すべきことを説き、神

学的な意見の相異を理由に して政治的処罰を課す ことに反対 していた。つまり、かれは、信仰
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の問題に強制力を行使す ることに反対 し、意見を異 にする人び とを暴力によっておさえ、反対

し、処罰すべ きだと主張す ることは真理の特権ではない、と述べている鎗)。したがって、この

ような主張は政治と宗教 との分離 という思想に至る。すなわち、かれによれば、為政者が他人

の誤 りを判定 して肉体的刑罰を課す ることは極めてよくないことである。誤 りを犯 している人

びとに課 しうる最大限の手段は勧告、回避、拒否、破門であろう詔㌔ 異端は大きな害悪ではあ

るが、 しかし、精神的な害悪であるから、精神的な方法によって阻止されるぺきものである鉛。

オーエソはこのように述べたが、 しか し、かれの政教分離論は必ず しも首尾一貫 していなかっ

た。すなわち、社会の秩序を乱す ものを為政者が抑圧すぺきことは当然であるが、秩序の破壊

が具体的行動にまで至 らず、言論の範囲にとどまっている場合(た とえばカ トリック、アナパ

プティス ト、 クェーカーの説教)で もオーエソはこれに対 して行政権の干渉を認めている。 さ

らにかれは、社会的には全 く平和的であるが、誤 りを積極的に広げる人ぴと}こも、肉体的拘束

を加えて神の名誉をまもることが為政者の義務である35>、と主張 したのである。かれは、この

ように、政教分離に関 しては不徹底な主張を したが、寛容の精神を もっていた ことは否定でき

ない。 さて、一学生にすぎなかった ロックが学寮長オーエソとどれだけ深い個人的接触を持 っ

たかについては明らかではないが、かれがオーエソの清教主義や寛容の精神の影響をうけた こ

とは多 くの研究者の述べているところである鋤。だが、ロックは、 ピュー リタソの潔癖さや狂

信に対 して不安を感 じて、当時Enthusiastsと よばれる狂信者に対 して不寛容な態度をとって

いたので鋤、オーエソの寛容についての見解をそ っくりそのまま受け容れてはいなかったよう

であるが、しか し、ロックがオーエソつま りこのような寛容の精神を もち実践 した指導者のも

とに教育を受けたという経験は後のかれの寛容論確立になんらかの影響を与えた、と考えられ

る。

ロックの入学 した学寮の生活はどのようなものであったろうか。起床は午前5時 で、ただち
』に礼拝堂

へいって朝の礼拝に出席。朝食は6時 、授業は午前中4時 間、昼食後2時 間行なわれ、

夕食は7時 であり、多忙な日課であった。 さらに一 日に少な くとも二つの説教を聞いて記億 し、

日曜日の夜6時 から9時 の間には大学指定の篤信者を訪ねて話を聞き、それを指導教師に報告

しなけ瓦ばならなかった田)。授業への出席は強制 され、鞭で打たれることもしば しばであった。

指導教師との会話、ホールでの学生たちの間での会話さえもが常にラテソ語であった。クライ

ス ト・チャーチでの ロックの指導教師は、 ウエス トミソスター ・スクールでの先輩である26歳

の トマス ・コウルであった。 ロックが、この学寮で、どのような教育課程を経たか、といえば、

アロソによれば、野 田が述べたように、まず4ヶ 年の前期課程(学 士bachelorofartsの 資格

を得るための課程)で は、 ラテソ語 ・ギリシア語の習得に関 しては学生は教師の個人授業をう

ける。集まって聴 く講義めほうは、第一学年では文法 と修辞学 とを聴き、第二学年で論理学 と

道徳哲学 とを聴 く。(道 徳哲学ではア リス トテ レスのニ コマコス倫理学 と政治学 との詳 しい紹

介がなされる。)第 三学年では論理学 と道徳哲学の講義を引きつづき聴 くが、幾何学の講義が

加わる。第四学年でも第三学年の講義の続きを聴 き、かつ公開討論会への参加が義務づけられ

る。ついで修士masterofartsの 資格を得るための二 ヵ年の後期課程では、アリス トテレスの

自然学 ・形而上学が学ばれ、かつ古代史(ギ リシア ・mマ の歴史及び初期キ リス ト教史)の

講義、天文学の講義を聴 くのである鵠)。ロックは、学寮では厳格な日常生活を強い られ、教育

課程 としては中世風の厳 しい古典教育を受け させられていた。 したがってかれは、無味乾燥で

学生の人間性を押 しつぶす ような学寮教育のあ り方に、 ウェス トミソスター ・スクール以来の

反感をますます募 らせ、不満や不信を強め、味気ない生活を送 ったようである。大学の学友で、

生涯に亙って親 しか った ジェイムズ ・テ ィレル(JamesTyrrell)の 思い出によれば、 ロック
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は、近代的試験が取 り入れ られ るまで行なわれていた中世風の討論を 「真理の発見よりも口論

や見せびらか しの工夫」と批難 している鋤。かれは、それに して も、ルネサソス ・ヒューマニ

ス トを通 して古典に親 しみ、あるいはスコラ哲学から多 くのものを学び、哲学に興味をもつよ

うになった。 さらに、修辞学、文法、論理学、道徳哲学、幾何学などをつぎつぎと習得 していっ

た。また、かれは、自然科学や医学にも関心をもち、自分で実験 し、観察 して結果をた しかめ

ることのできる学問にふれることになった。 とくにこのオ ックスフォー ド時代にかれの思想の

形成に積極的な影響を与えたものは、デカル トの哲学 と、すでに述べたオーエ ソの寛容思想で

あっだ1)。

ロックは、大学でスコラ哲学に悩まされていたが、デカル トの著作(多 分 『哲学の原理』)

に接 し、スコラ哲学の方法か ら逃れたけれ ども、 しか し、スコラ哲学か ら内容的に多 くのもの

を継承 した。この点について野田はつぎのように述べている。

「一簡単にいえぱデカル トはスコラ哲学の形而上学 ・自然学を専 ら問題に し自然学について

画期的な改造を行 ったのであったが、ロックは一方でデカル トの自然学を学びつつも、他方デ

カル トがあま り問題に しなかった道徳論や政治論、ならびに聖書神学 と形而上学的神学、に関

する問題を、スコラ哲学を継承 しつつ新たに考えた、ということになる。それで ロックのオ ッ

クスフォー ドの学生時代のスコラ哲学学習は、研究員時代にも、道徳論 ・政治論及び神学に関

する 『自然法』の理論の考究 という形でつづけ られていた、といえるであろう。そ して ロック

がデカル トとちがってスコラ哲学か ら内容的に実践哲学の問題をうけついだ こと、自然神学と

自然法との問題を引き受けたことは、かれのおかれた歴史的状況に促 されてのことであった招〉」。

この頃 ロックによって書かれたと思われる論稿がラヴレイス ・コレクシ ョソ(TheLovelace

Collection)に 残されているが、それは ラテン語で記 された論理学、あるいはギ リシア語の方

言や語源についてのものである")。 当時、大学の外の社会情勢もロックにとっておそ らく決 し

て好ましいものではなかった。国王を処刑 して 自由な共和国になったはずのイギリスであった

が、1650年 代の姿は、およそ 自由とか、民主的とはとて もいわれない政治 ・文化の独裁がおこ

なわれていたことは歴史の示す ところである。すなわち、クロムウェルは、共和国が成立する

と、独立派と同盟 していた急進的な水平派を弾圧 し、長老派や王党派を抑圧 して独裁を強めた。

これに対 して内外の反抗は絶えなかった。そ こで、クロムウェルは、53年4月 に残部議会を解

散 し、選挙によらない指名議会を成立 させたが、同年末にはこの議会を も解散 し、12月16日 に

r統治章典』を作 り、イ ソグラン ド、ス コットラソ ド、アイル ラソ ドの護民官に就任 し、政権

の強化をはか り、 「剣の支配」といわれる独裁の道を辿 り、国王をしのぐ絶対支配権を握 った。

したがって民主化の道は閉 され、議会や国民はかかる事態 に反擾 し、重苦 しい空気が世相にみ

なぎっていた。 このような非民主的な社会情勢が後にロックに王政復古(1660)を 歓迎させる

ことになった一因ではないだろうか。

1653年 の夏のは じめに、ロックはしばらく健康をそこなっている。また、他の多 くの学生と

同じように、金銭的には楽ではなかったようである。その年の6月 に、議会監察官は、すべて

の学寮の指導教員に、罪を犯 した学生たちの リス トの作成を命 じ、また学寮長に善良な ピュー

リタソでなかった学生たちの退去を命 じた。 ロックは追放をまぬがれたけれども、そのごとは

かれの信仰の状態を明かす ものではなかった。なぜならば、オーエソは、監察官を喜ぱせるた

めに、かれの学寮に所属す る学生たちを追放す るような人ではなかったからである")。 だから

といって、 ロックが不良な学生であったとは思われない。

1654年 、オーエソは、 クロムウェル、つまり、対オラソダ戦争において勝利 をもたらしたこ

の人を讃えるために、大学人たちによって書かれた詩集を出版 した。22歳 という若いロックも
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寄稿者 とな り、かれの詠んだ詩が二つ含められていた。一つは英語の詩であり、他の一つはラ

テ ソ語の詩であった萄)。これがロックの最初に活字になった作品である。かれは、印刷物の中

ではじめて世に出たが、独裁者を讃美する者に加わって しまった。かれの真意は平和の到来の

喜びを表明したか ったのであろう。 この対オランダ戦争は、オラソダの商業上の優位を覆えし、

イギリスの繁栄と隆昌、とくにイギリスの商業資本に利益をもた らすためであった、といわれ

ているが、ロックがそのことを自覚 していたか、どうかはわか らないが、勝利のもたらす平和

を率直に喜んだといえよう。平和 こそ、かれが この詩で うたいあげた主題なのであるas)。

1654年(22歳)の 秋に、 ロックの母は、 リソ トソのかの女の親族を訪問中に病気になり、病

状が悪化 してペル トソに帰ることができず、 ロックの生まれた小さなコテージで、10月4日 に

57歳の生涯を閉じた。ロックは、葬儀に参列するためにサマーセ ットに急ぎ、なんとか間にあっ

た。かれは、葬儀の後にオックスフォー ドに帰ったが、そ こで天然痘の発生に出 くわ した。か

れの父はかれの身を気遣かって手紙を書いている4の。翌1655年(23歳)に 、 クロムウェルは、

国内を11の 軍管区に分けて軍人をその長に任命する、という全 くの軍事独裁政治を強行 し、ま

た、過度な ピュー リタソ的潔癖さを国民に強要 して私生活にまで干渉 し、演劇 さえも禁止 した。

つまり峻厳な ピュー リタニズムによる施政を遂行 した。若いロックは、このような重苦しい社

会情勢をどのように感 じたであろうか、おそらく快 くは思わなかった、のではなかろうか。ロッ

クが、 自身病気を した り、母を失 った り、クロムウェルの厳 しい政策を眼の当 りに見た時期は

かれの人間形成にもっとも重要な青年後期を終えようという時期であって、かれは、感 じ易 く

傷つき易い豊かな感受性で、自己の不幸や不安定な息づまる世相を敏感に感得 していた。かれ

は、不安 と懐疑に襲われ、虚無に陥 り、自信を失い絶望 し、勉強よりも怠惰 と享楽に誘われた

が、ただの遊び好きの学生に終 り、 自分を失って しまう、ということはなく⑧、ロウアの紹介

で 「実験哲学クラブ」に出入 りす るようになった。

この頃、イギリスでは海上権が復活 し、海軍は、国民の海外発展にふさわ しいものに変 り、

イギリスは、世界の大海軍国となって、オ ランダやスペイソと対抗 し、時には戦端を開いた。

かれが、イギ リスのこのような対外情勢に対 して、どの ような認識をもっていたか、について

確めることのできる資料を持ち合わせないが、かれは、かれの不安定な精神状態や当時の対外

情勢についての乏 しい情報から、それ らについての大局的な把握を していなかった、のではな

いだろうか。1655年 の長期の休暇をかれはペ ソスフォー ドで過 した。母が亡 くなった今、かれ

は父の話 し相手としてたよられ、ほとほとうんざりし、オ ックスフォー ドに帰 りたがっていた⑧。

かれは、9月 に生涯の友人の一人であるサムエル ・ティリィに手紙を書き、オ ックスフォー ド

を離れていることを嘆いているm)。 お りかえ しティリィから1655年9月11日 付の返事況)があり、

それにはオ ックスフォー ドのニューズが書かれてお り、とくに注 目すべきは、オーエソがさら

に二年間副総長を続ける、 ことであり52)、これはロックにとり好ま しい事態 となった。

1655/6年2月 、つま り1656年2月 に、ロックはバチェラアー ・オブ ・アーツの称号を得た。

日本流の言い方をすれば、学部を卒業 し、文学士の称号を授与された。さらに、論理学 ・形而

上学 ・史学 ・自然哲学 ・古典語(ヘ ブライ語、 アラビヤ語)の 勉学を重ねた。東洋語習得Lrあ

たってはエ ドワー ド・ポー コック(EdwardPocoke)と いう先生の指導を受けた。この先生

は、 ロック}こオックスフォー ド時代を通 じて、 もっとも強い影響を与えた教師の一人で、王党

派の熱烈な支持者でもあった。この ことは、 ロックが ピュー リタソの子でありなが ら、ピュー

リタシ革命をよし(是)と せず、かえって後に共和制が崩壊 し、王政復古 となった時に、'それ

を歓迎 している、という事実を理解する上において見逃 し得ない重要な要点の一つである珊。

1656年10月25日 付の ロックから父宛の手紙によれば、 ロックは、ウエス トミソスター ・ボー
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ルでの クェーカー教徒の一団の行状を書き、危険を感 じ、 ウエス トミンスターの ホールや寺院

の中には踏みいることをせず、署名を しただけである、と書いている餌)。さきほどロックは自

信を失い、絶望 したこともあったようである、と述ぺたが、1656年11月8日 付の手紙で、 ロッ

クは、自分を 「ペ ドラム大精神病院イングラソ ド」 という狂気の国の狂人として、 「人生の水

先案内人」を求め、悩んでいる謝。ティレルの思い出によれば、ロックは、 自分の学問的能力

に疑問を抱き、勉強す るより陽気な友人たちの仲間になって遊んだ り、そうした人たちとの文

通を楽 しんだようである。アソ ・エヴリなど幾人かの女性とのエピゾー ドもこの頃のことであ

る。かれは、 このように精神的な動揺はあったが、世相を見る しっかりした眼をもっていた。

すなわち、1656年11月15日 付の父への手紙のなかで、当時、世間を騒がせていたジェイムズ ・

ネイラァ(JamesNayler)裁 判の見聞を報 じ 「クェーカーたちにうん ざりしている」と書い

ている諭。これは、ロックが狂信者を嫌 っていることを よく示 してお り、 ピュー リタソの狂人

的な態度、とくにその人間性の自由と裕かさを無視 した態度は ロックにとって とて も我慢でき

るものではなか った。かれは生涯 このような態度をもち続けたのである。これは後のかれの寛

容論を考える上にも大切なことである助。なお、ネイラァについて一言触れば、かれは、風貌

がキ リス トに似ていて、みずから神の子と称 して、イ.ングラソ ド西部諸州の無知で貧 しい大衆

に信奉者をえた。 とくに女性の信者が多 く、女性たちは狂信の叫び者を挙げながら馬で進むネ

イラァのあとに従ったのである。かれは、ブ リス トルで逮捕 され、ロンドソで裁判に付された$}。

ロックは胸を撫でおろしたのではないだろうか。

1657年(25歳)、 狂信的な長老派の ジョソ ・コナソ ト(JohnConant)が オーエソに代わっ

て大学副総長に就任 したせいか、ピュー リタニズムの厳 しさが大学の内外にいっそう行き渡 り、

ロックはたまらない、いたたまれない気持ちになった ようであるが、なんとか我慢 して、翌

1658年6月28日 に、マスター ・オヴ・アーツ(修 士)の 資格を取得 し、 クライス ト・チャーチ

の研究員(aSeniorStudent)に 正式に選任された。Studentの 呼称 とはいえ、その地位は他

の学寮のFellowの 地位と同等であるが、 しか し、永久の ものではなかった。かれはどのよう

な職業に従事すべきかをもう決めねばならなかったが、そ う簡単に決あられるものではないこ

とに気づいていた。かれは、激動する社会を眼の当 りに見、将来の計画をたてる確信をもって

いなかった。同年9月 にクロムウェルが世 を去 り、後継者 として指名された三男 リチャー ドは

紛糾 した軍 と議会との対立を解 く能力もな く、 したがって社会不安と動揺はますます募り、無

政府状態を招 くことになった。大学に眼を向ければ、1659年 、 ロヅ.クの27歳 の時に、コナソ ト

によってオーエソはクライ～くト・チャーチの学寮長を罷免され、 レイノルズが復職 した。その

結果、大学はかつてみ られたことのないほど厳格 なピュー リタニズム的な雰囲気によってすみ

ずみまでおおわれた。 したがって ロックはいよいよや りきれない気持ちに追いやられた。さら

に、1659年 のクリスマスと1660年 のそれとの一年間に、 クライス ト・チャーチでは、国政の変

遷に したがって、4人 の学寮長が更迭 させ られた59㌔ このように して ピュー リタニズムが政治

権力によって大学全体の形勢を左右 した。 このような傾向は ロックにな じまず、かれに不安～

疑惑や虚無的な感情を抱かせることになった、といえよう。 ピュー リタソの狂信的な言動やク

ロムウェル政府の圧力、つまり、権力による宗派的信仰の押 しつけはかれに自然科学 とくに近

代医学の研究にむかわせることになった し、後年政教分離を主張 させることになるのである。

かれはこうして科学の合理性に大いに共鳴 し、理性を尊重することになった。 さらに、かれは、

実証的な科学を研究すればするほど、狂信の行 き過ぎに批判的な意見を もたざるをえなかった

のである鋤。すでに述べた ロックの父宛の書簡からもわかるように、かれは、狂信者の運動を

危険視 し、かれらに対 して嫌悪感をあらわにし、不寛容な態度を示 している。なお、かれは、
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この頃オーエソの影響を受けていたようであるが、オーエンの寛容についての見解をそ っくり

そのまま受け入れてはいなかった、といえよう。 ロックは、狂信的で、人間性の自由や 「心の

裕かであるごと」を省みない ピュー リタソの偏狭な態度を容認することができなかった。それ

にもかかわ らず、ピュー リタソの狂信的言動は、政府の強制力を行使する威圧的態度とともに、

かえってロックー医学を中心とする近代科学に関心をもち、理知を尊重す るようになっていた

一に寛容の必要を感 じさせ、その心情を抱かせ、後に理論と してその主張を展開させ、かれを

自由主義者にさせ ることになった61)Oす なわち、大槻によれば、ロックは生まれつきお とな し

くて、控え目な人がらで、節度を守 って、冷静な性質だった。そうしたロックは、武力に頼 っ

て外がわからむ りに人々を従わせ、 自由を奪 う強権のや りかたを苦々しく思い、理知が支配す

る平和な社会を心ひそかに待望 したに違いない。戦いと騒乱の渦巻 く世相は、かれの生活の論

理にそ ぐわなかった。かれは狂乱の世に処 して自分を守 り、 自分に忠実に、理知の合理性の正

しくてす ぐれていることを、ますます確信するようになったのである銘)。このような確信が、

かれの寛容の心情を次第に強化 し、かれの寛容論のみならず、かれの哲学論、とくに認識論、

さらには、政治論、宗教論の基盤になっていた ことは否定できない。この確信はかれの当時の

生活 「経験」から由来 した、といえよう。

ロックは、研究員に選任されてか ら1684年 に王室か ら反国王的不穏分子 として疑いをかけら

れ、その資格を剥奪されて しまうまでの20年 間、オ ックスフォー ドに不在のこともしば しばあっ

たが、大学の研究室で 自由に研究できることになった。 この幸運がかれの後年の偉大な業績、

すなわち 『人間知性論』(AnEssayconcerningHumrcrtUyrderstrtnding,1689)、 『政府論』

(TwoTreatiseso∫ ㎞ 〃2飢オ,1689)お よび 『寛容に関す る試論』(AnEssayconcerning

Toleration,1667)と 『寛容に関する書簡』(Epistolade7bJ〃 ㎜廊[ALetteranToleration]

1689)と なってあ らわれることになった。それ らの業績が西欧の精神界のみならず現実社会の

民主的変革に大きな影響を与えたことは周知の事実である。要するに、 ロックの思想形成の歴

史の上で、 この学生 ・研究員の時期は、宗教という衣をまとった騒乱とい う環境のなかで、か

れに政治、宗教、とくに政治と宗教 との関係、哲学(認 識論)、 自然科学なかんず く医学に関

心を抱かせ、かれの行動傾向の体制をほぼつくりあげ、後年のかれを、紆余曲折を経なが らも、

形成する出発点 となった、といえよう。また、もし後年のかれの所論の中に、矛盾すると思わ

れる論述や不明瞭な点があるとすれば、それらはこの時期}こ胚胎 した、と思われる。

この拙論の結びとして所論を要約すれば、

ロックは、上述のように、騒乱期に学生生活を通 して、人間形成を したが、その時期にイギ

リス社会の諸問題を感得 し、かれの後年の思想の基調となるものを漸次培っていった。かれは、

ウェス トミソスター ・スクール時代には、古典教育によって基礎的教養を身につけるとともに、

バズビの影響を受けることになった。また、国王の処刑にまで突貫 した狂信者やその行動に対

して嫌悪の情を抱き、バズビの寛容な態度に感化され、寛容に関心を もつようになった。オ ッ

クスフォー ド大学の学寮の一つであるクライス ト・チャーチに入学 したかれは、ジョン ・オー

エンの指導の もとに、かれの ピュー リタニズムや寛容の精神の影響を受けた。また、ロックは、

スコラ哲学やデカル トの哲学を学んだが、峻厳な ピュー リタニズムには馴染めなかった。狂信

や狂信者をますます嫌悪 し、寛容の必要を感 じた。それが後年のかれの寛容に関する論証63)と

なってあらわれる要因のひとつといえよう。 ロックは、一切耳を傾けず、他人の基本的人権を
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侵す狂信者を生涯許すことはできなかったけれども、説得に よるかれ らの回心に望みをかけ、

嫌悪 しなが らもかれらを許容 した60。 かれのこの ような態度は、学生時代に当時の社会的環境

との相互作用によって形成 され、終生保持された行動傾向の基盤的体制のあらわれであ り、自

由主義とい う形をとって具体化され、イギ リスや フラソスをは じめ世界の国々の自由主義化、

民主主義化に貢献 した、といえよう。
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Summary

Bygraspingthepersonalityofathinkerandtheprocessofhowhispersonalitywasformed,we

canbetterunderstandhisbehaviourandhiswayofthinking.Oneofthefactorswhichdevelop

thepersonalityisthesocialenvironment.Mylastessaytriedtoinvestigatethesocialenvironment

ofLocke'schildhoodandboyhood,forexa皿ple,thesocialsituationofthosedays(includingthe

CivilWar),hisfamily'senvironmentandhiseducationbyhisparents,andsoon.Thisessay

triestoinvestigatethesocialenvironmentofLocke'syouthorhisschoollifeofWestminster

SchoolandChristChurch,Oxford.Inhisstudentdays,heformedgraduallythefoundationofhis

thoughtinhislateryearsandfosteredespeciallyhistolerantattitude.


